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１１月２０日（木）は、東京 2025 デフリンピックにおける子供の競

技観戦・体験活動になります。東京アクアティクスセンターにて水泳

競技の観戦をします。また、手話を使った応援をレクチャーしていただ

いたり、文字パネルを使った応援をしたりします。 

デフ(Deaf)は、英語で「耳がきこえない」という意味です。競技中は補聴器などを外し

て、全員が公平にきこえない立場で競技します。スポーツを楽しむと同時に、音のない世

界でのコミュニケーションや様々な人との文字（視覚）による関わり方、感じ方について考

える学習の機会にしたいと思います。 

＜デフリンピック・Tokyo Forward ２０２５ ホームページ URL＞ 

https://www.tokyoforward2025.metro.tokyo.lg.jp/player/ 

今後の予定 

日付 曜日 給食 １ 2 3 4 5 6  

1１/１０ 月 ○ 国テ 数テ 英テ 社テ 理テ 学活 実力テスト 

11 火 ○      総合 表彰朝礼 

12 水 〇       職員会議 

13 木 〇      道徳  

14 金 ○      総合  
 
日付 曜日 給食 １ 2 3 4 5 6  

17 月 ○ 学活      生徒会朝礼 

18 火 〇      総合  

19 水 ○       （給食試食会） 

20 木 ○ 道徳 デフリンピック観戦   デフリンピック観戦（１） 

21 金 ○      総合 ⑥JRC（地域清掃） 

保護者の皆さまへ 

 １２月には全員対象の三者面談（生徒作品展も実施）があります。まもなく、各学級担任

より日程の調整がありますので、ご協力お願いします。 

11 月は「ふれあい月間」です。

総合では、人との関わり方を改

めて考えたり、SNS 等について

学習したりする時間があります。 

定期考査の振り返りを行

い、次につなげましょう。 

https://www.tokyoforward2025.metro.tokyo.lg.jp/player/


 

                      「みんなとの努力」               C 組１番 伊藤竜佑 

 文化発表会を通して、仲間と力を合わせることの大切さを強く感じました。 

 合唱練習の最初のころは、なかなか声量が大きく出ず、雰囲気の理解などが出来ていません

でした。けれど、パート練習をしていくうちにみんなとても声量も出てきて、歌詞などの雰囲気の

理解などが出来てきました。そして、本番当日の日は、みんなとても緊張しましたが、２，３年生の

生徒、先生、保護者の皆さまからの拍手などから、「ここまでやってきてよかった」と、心から思い

ました。終わって教室に帰ったとき、先生から「みんなに拍手」というような事を言われたとき努

力が報われた気がしました。 

 今回の経験を通して、ひとりではできないことも、みんなと協力したり、努力したりすれば大き

な力になると言うことが学べました。これからは、何か学校行事などがあったら、みんなと「一致

団結」という言葉を胸にし、助け合いながら、行事などに取り組んでいきたいです。 

 

                  「文化発表会」               C 組１３番 田中寧音 

 私が文化発表会で頑張ったことは２つあります。 

 １つめは、合唱です。中学１年の私たちは初めての文化発表会で、すごく緊張しましたが、しっ

かりと歌うことができたと思います。 

 ２つめは、文化発表会の実行委員です。私は実行委員として、文化発表会を成功させられるよ

うに頑張りました。私は大道具として、いろいろな物を運んでいました。かなり大変でした。 

 私は文化発表会実行委員として、文化発表会を成功させられてうれしかったです。実行委員

の準備はすごくすごく大変でした。でも、成功させられた時は、すっごく、しあわせ、うれしい、やり

きったと思えました。 

 実行委員になったのは初めてで、不安なこともたくさんありましたが、何度も言いますけど、本

当に本当に成功したことがうれしすぎました。 

 

  「音楽の楽しさ」                B 組９番 桑原政熙 

 秋の風がやわらかいころ、私たちの中学校では文化発表会の幕が上がった体育館の空気は

すこし冷たいけれどその中には、歌声の熱と光が確かにあった。 

 最初に響いたのは吹奏楽部の音。金色の音が天井に跳ね返り、まるで未来へと続く階段をつ

くるようだった。その旋律は、ぼくの青春そのもの---まだ形のない夢を、音で描き出していた。 

 ステージの上では、三年生の先輩たちが歌っていた。その声には別れの影と、希望の光がまざ

っていた。「これからを託すよ」と言うように、彼らはまっすぐ前を見ていた。 

 PTA の合唱が始まったとき、ぼくは思わず息を飲んだ。年を重ねた声には、若さにはない深さ

と優しさがあった。それはまるで、「人は老いても、心は歌い続ける」ということを教えてくれるよ

うだった。 

 一年生の歌声は春風のように温かく、二年生の歌声は夏の太陽のようにまぶしかった。そし

て、三年生の声は、夕日のように美しく消えていった。 

歌が終わったあとも、拍手の音はしばらく止まらなかった。その時ぼくは気づいた。文化発表

会とは、ただの行事ではない。それはひとりひとりの心がひとつの歌になる瞬間なのだ。 

 


